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 令和７年度 社会福祉法人いすみ市社会福祉協議会事業計画 

 

１．基本方針 

近年、人口減少と核家族化は進行し、世代間の価値観の違いやプライバシー意識の高ま

りにより、地域でのつながり等の互助意識が希薄化しています。そのため、以前は自治会、

青年会、子ども会等の地縁団体による相互のつながりが多かったものの、現在は束縛される

等を理由にこのような団体にはかかわらない方が増加しております。 

こうした状況は、一人暮らしの高齢者や障害のある方等において不安や孤立を抱え、一人

で悩む人が増えるなど何らかの支援を必要としている人に影響を与えています。    

社会福祉協議会では、身近な住民同士が仲間作りの活動や交流の場つくりを行っている

ふれあいサロン事業による支援を行い、お互いに支え合い見守り合う場の提供に努めます。 

また、物価上昇率は２年連続で２％以上となっているにもかかわらず、年金や賃金は物価

上昇に追い付かないため、年齢性別を問わず生活が困窮している方が増加しております。

このような生活困窮者については行政や民生委員等、各関係機関と連携し情報提供するこ

とにより、個人の生活状況に応じた支援をしてまいります。 

そして、毎年各地で地震や災害の被害が起きており、様々な機関で防災意識向上の啓

発をしておりますが、阪神・淡路大震災では一番多くの人命を救助したのは地域住民の共

助であったことからも、昨年実施された九都県市合同防災訓練の教訓をもとに、助け合いや

ボランティア意識が向上するよう周知し、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせる社会の

推進に努めてまいります。 

 

２．重点目標 

  （１） 地域住民の主体的な福祉活動の促進及び普及に努める。 

（２） 地区社会福祉協議会活動の推進やボランティア活動の充実を図る。 

（３） 社会福祉事業に対する一層の理解と協力が得られるよう地域住民に対し福祉情報 

の積極的な提供に努める。 

（４） 透明性の高い法人運営と経営基盤の確立を図る。 

（５） 生活困窮者を含め個別生活支援活動の充実に努める。 

（６） 介護の重症化予防を念頭に介護事業の適切な運営に努める。 

（７） 災害等に備えた支援体制及び基盤整備を行う。 

 

３．社会福祉事業 

（１） 地域生活支援事業推進 

①地区社会福祉協議会の事業推進支援 

②ボランティアの育成及び活動の促進 

③ふれあいサロン事業の開設促進及び運営支援 

④災害ボランティアの活動支援 

⑤福祉教育の促進 
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（２） 援護活動事業の促進 

①生活困窮者自立相談支援事業（いすみ市受託事業）の充実・強化 

②日常生活自立支援事業の強化、法令を遵守した適切な運営 

③成年後見（法人後見）事業の利用拡充 

成年後見制度中核機関運営業務（いすみ市受託事業）の周知、充実 

④生活福祉資金・福祉資金等貸付事業の機能強化 

⑤新型コロナ特例貸付債権管理事務受託事業（千葉県社会福祉協議会受託事業） 

⑥心配ごと相談事業、弁護士相談事業の実施 

⑦歳末たすけあい事業の実施 

（３） 在宅福祉活動の推進 

①福祉用具の貸出（車いす・電動ベッド等） 

②視覚障害者への声の広報貸出 

（４） 児童福祉の推進 

①子供の遊び場の整備 

②放課後児童クラブの運営（支援員の管理等）  

③乳児園・児童養護施設・障害児通所事業所（放課後デイサービス）への歳末たすけ 

あい支援事業の実施 

（５） 広報活動の推進 

①広報紙「ふくしだより」の発行 

②ホームページの公開 

（６） 自主財源の確保 

①会員加入の促進 

②福祉だより及びホームページへの企業広告掲載  

（７） 組織基盤の育成強化 

    ①事務局職員の各種研修会への参加 

    ②福祉団体への助成と連携強化 

    ③民生委員児童委員協議会との連携 

（８） 共同募金等への積極的協力 

    ①赤い羽根共同募金運動と歳末たすけあい募金運動の実施 

②地区社会福祉協議会等へ地域配分金の活用 

（９） 老人クラブへの協力 

(10) 福祉有償運送事業の適正なサービス提供 

    

４.介護事業 

   利用者が介護の重症化を予防でき可能な限り居宅において、その有する能力に応じ自

立した日常生活を営むことができるよう必要な援助を行う。 
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（１） 訪問介護（ホームヘルプサービス）事業 

訪問介護員（ホームヘルパー）が要介護者宅を訪問し、入浴・排せつ等の身体介

護や調理・洗濯・掃除等の生活援助、通院等乗降介助のサービスを提供する。 

（２） 介護予防・日常生活支援総合事業訪問型サービス事業  

 訪問介護員（ホームヘルパー）が要支援者宅を訪問し、要介護状態となることを

予防するため、日常生活の支援を行う。 

（３） 自費型ホームヘルプサービス事業 

  介護保険制度や障害者総合支援法では対応できない家事援助・外出支援・見守り・

身体介護等のサービスを提供する。 

（４） 子育てヘルパー派遣事業（受託事業） 

   市が認めた世帯へ訪問介護員（ホームヘルパー）が訪問し、家事援助や育児援助 

を行う。 

（５） 居宅介護支援事業 

    要介護認定者への居宅サービス計画（ケアプラン）の作成                                        

（６） 介護予防支援事業（受託事業） 

   要支援認定者への介護予防サービス計画の作成 

(７) 要介護認定調査（受託事業） 

いすみ市外に住所を有し市内に居住する介護認定希望の被保険者に対し、他市

区町村からの依頼により、介護支援専門員が訪問し面接調査を行う。 

(8) 介護予防・日常生活支援総合事業 

①緩和型通所事業  

②緩和型訪問事業  

③緩和型通院等乗降介助 

要支援認定者(身体的にほぼ自立)が、要介護状態となることを予防し、日常生活 

機能の維持・向上を図る。 

（９） 高齢者総合相談窓口運営事業（いすみ市包括支援センターの受託事業） 

  在宅の要援護高齢者等又はその家族等からの在宅介護等に関する総合的な相

談に応じ、ニーズに対応した各種の保健、福祉、介護サービスが総合的に受けら

れるよう関係行政機関、サービス実施機関、居宅介護支援事業所等と連携し支援

する。  

(10) 千葉県指定市町村事務受託法人事業（要介護認定調査事務） 

いすみ市社会福祉協議会が指定市町村事務受託法人として、いすみ市から要介

護認定調査事務を受託し、国家資格をもつ職員等が認定調査を行う。 

 



 4 

令和７年度  月別事業計画 

 

月  別 主な事業 関係団体事業 

４ 月 ・広報紙「ふくしだより」の発行  

５ 月 

・理事会 

・社協杯ゲートボール大会（共催） 

・社協杯ペタンク大会（共催） 

・老人クラブ連合会総会 

・ボランティア連絡協議会総会 

６ 月 

･評議員選任・解任委員会    

・定時評議員会 

・理事会 

・各地区社会福祉協議会総会 

・社協杯グラウンドゴルフ大会（共催） 

 

７ 月 ・広報紙「ふくしだより」の発行 
 

８ 月  ・老人クラブ連合会カラオケ大会 

９ 月 
･歳末たすけあい募金配分委員会 

 

・広報紙「ボランティアだより」の発行 

・夷隅地域老人スポーツ大会 

１０ 月 

・社協一般会員募集 

･赤い羽根共同募金運動 

･歳末たすけあい生活困難者調査 

･心配ごと相談所運営委員会 

・夷隅地域老人クラブ囲碁将棋大会 

 

 

 

１１ 月 

･広報紙「ふくしだより」の発行 

･災害ボランティアセンター設置訓練 

・社協特別会員募集 

･千葉県社会福祉大会 

･老人クラブ連合会秋季研修会 

･ボランティア連絡協議会研修会 

１２ 月 

・歳末たすけあい募金運動 

・歳末たすけあい募金見舞金、支援金配付 

・理事会  ・評議員会 

 

 １ 月 ・心配ごと相談員研修会  

２ 月 ・企画運営部会  

３月 
・理事会 

・評議員会 

・広報紙「ボランティアだより」の発行 

 

・心配ごと相談（火・水・金曜日各地区月１回ずつ：予約制） ・弁護士相談（年６回：予約制） 

・生活困窮支援調整会議（毎月）  ・法人後見運営委員会 

・声の広報貸出（毎月）   ・福祉用具の貸出（随時） 

・安全衛生委員会（産業医同席・毎月） 


